
1　指定管理者

(1)　指定管理者 社会福祉法人　川崎市宮前区社会福祉協議会　（宮前区宮崎2丁目6番地10）

(2)　指定期間 平成21年4月1日　～　平成26年3月31日

(3)　業務の範囲

2　管理運営（事業執行）に対する評価

(1)　管理業務の実施状況
評価及び指導

①管理運営の基本的事
項

③運営に関する業務

運営委員会及び地区社会福祉協
議会との緊密な連携により、ふれ
あいと生きがいの場として、適切
に管理運営している。
また、管理人の館内の巡回や、同
好会への積極的な場所の提供等
を通じて、利用者の健康増進、及
び生きがいづくりに充分寄与して
いる。

②安全管理への取り組
み

保育園やこども文化センターと合同で避難
訓練を実施するとともに、常時、施設内の
危険箇所を把握し、迅速に修繕対応した。
また、入浴に際しては、原則二人でするよう
促し、入浴中の事故防止に努めるとともに、
やむを得ず一人で入浴する場合は、管理
人が随時安全確認に努めた。
不測の事態に備え、指定管理者の担当職
員と緊密に連携し、連絡体制の確立に努め
た。

概ね適切に管理運営したと判断
できる。
合築施設との合同避難訓練、及
び消防署員を招いての講義の実
施は評価できる。

利用者が、進んで講座等の多種多様なプ
ログラムを立案できるよう、また、当施設が
ふれあいと生きがいの場として、様々な利
用者と交流が持てるよう、管理人や調整
リーダーとの連携を通じ調整を図った。
また、講座の運営に当たって、利用者が公
平・平等に受講できるよう、常に、指定管理
者と相談や協議を重ねた。

概ね順調に運営したと判断でき
る。
講座開催等に係る市民の平等な
利用の確保について、利用者を
交えて関係者と協議を重ねたこと
は評価できる。

平成21年度平老人いこいの家の管理運営に対する評価について

評価項目 平成21年度管理運営の状況

　基本方針である、1　健康増進、2　小地域
支えあい活動、3　地域拠点を基軸とした地
域の住民と地域の特性を生かした管理運
営を行うため、運営委員会の設置や、地域
住民との協働・連携を通じた管理・運営に
努めた。
生きがいづくりに係る取組みについては、
従来から展開している講座のほかに新講
座を開設する等、利用者からのニーズを反
映した。
また、新規利用者が個人で来所する場合
は運営委員が関わるようにし、利用者の増
加の促進に寄与した。

1　老人いこいの家の運営等に関する業務
ア　教養の向上及びレクリエーション活動に関する事業の実施
イ　虚弱な高齢者を対象とした介護予防に資する取組みについて
ウ　団塊世代の利用の促進に資する取組みについて
エ　利用者の自主活動に対する活動の場の提供
オ　入浴事業
カ　川崎市及び川崎市から事業を委託された団体が実施する事業への場の提供
キ　運営委員会の設置・運営に関すること
2　利用の許可に関する業務
3　老人いこいの家の利用等の報告に関する業務
4　施設等の維持管理に関する業務



(2)　利用状況

団体利用者数 人
個人利用者数 人
利用者数 人
入浴者数 人

教養講座実施回数 回
教養講座参加人数 人
行事実施回数 回

(3)　収支状況
①　収支状況

委託料 円
指定管理委託料 円

支出金額 円
人件費 円
事務費 円
事業費 円
消費税 円

収支差額 円

(4)　その他
①　利用者からの意見・
要望等への対応

② 個人情報の保護

3　管理運営（事業執行）に対する全体的な評価

4　22年度の管理運営（事業執行）に対する指導事項等

2,634

2,743,018
2,120,475

①利用状況

11,945
7,323

381

4,622

199,919

②講座・行事の実施状
況 173
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評価項目 平成21年度管理運営の状況 評価及び指導

平成21年度においては、指定管理・運営業務第2期目の初年度となり、概ね事業計画に基づき、安定的に
管理運営している。また、新規利用者が気軽に利用できるよう配慮したことが一因となり、利用者が前年度
より増加したことは評価できる。
引続き、ふれあいと生きがいの場として、高齢者のいきがいづくりに寄与できるよう努めていただきたい。

・運営委員会等と連携を密にし、利用者のニーズの把握に努めていただきたい。
・利用者への活動場所の提供について、可能な範囲で、効率的に対応していただきたい。

当指定管理者で規定した苦情解決実施要
綱に基づき、関係者等からの聞取りや事実
確認を通じて、迅速かつ適切に解決するよ
う努めた。
また、利用者からの要望については、運営
委員会や指定管理者等を交え協議し、可
能な限り要望に応えるように努めた。
【利用者意見】
利用者の増加により、部屋の確保が難しく
なってきた。
【対応】効率よく、利用状況を把握の上、調
整していく。

利用者から要望等があれば、管
理人や運営委員会等を交えて協
議する体制があることについて、
評価できる。
今後は、要望等を、可能な限り、
運営に反映していくよう努めてい
ただきたい。

当指定管理者におけるプライバシーポリ
シーに基づき、当方針の館内での周知を通
じて、個人情報保護の徹底に努めた。
講座や行事のために作成する名簿等の持
出しは禁止し、破棄する場合は、シュレッ
ダーを用いて処理した。
また、管理人が業務上知り得た個人情報に
ついては、退職後も遵守するよう徹底した。

緊急時に備え、利用者の「緊急連
絡先記録簿」を保有しているが、
当指定管理者の定める方針に基
づき、適正に処理している。
引続き、個人情報保護の徹底に
努めていただきたい。

前年度と比較し、利用者数は
1,137人増加している。今後は、団
塊世代の利用者を促すよう、努め
ていただきたい。

教養講座の実施回数と参加人
数、及び行事実施回数は、前年
度より増加している。
引続き、内容の充実に努めていた
だきたい。

委託料の範囲内において、適切
に執行したことは評価できる。
今後も、管理経費の縮減に対す
る取組みに努めていただきたい。

2,794,038

289,575
133,049
51,020

2,794,038


